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本日の内容

１．模倣品対策の実務

⚫ 調査実務
模倣品の存在領域
模倣品を見つける方法
調査会社および調査方法

⚫ 取締り実務
侵害阻止の手段
侵害行為と担当取締り機関

⚫ 商標権侵害行政取締り手続き
⚫ 商標権侵害行政取締り事例

⚫ 専利権侵害行政取締り手続き

⚫ 刑事取締り手続き
⚫ 刑事取締り事例

２．最近の動向

⚫ 政策面（中央政府の姿勢）
⚫ 統計から見る侵害対策の現状
⚫ オンライン・シフト＆多様化
⚫ 多面的侵害（権利化抗弁）
⚫ 損害賠償取得率増加

３．その他参考情報



調査

模倣品

発見

供給源特
定調査

対応手段
検討

摘発

権利行使

■模倣品対策の一般的流れ
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調 査
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模倣品の存在領域

中国国内

現実空間

バーチャル
空間

流通

製造

展示会

税関（輸出入）

自社サイト

ECサイト

海 外

印刷業者

部品工場

完成品工場

実店舗

SNS
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代理店など

営業部門

消費者の声

匿名密告

調査会社

当局取締り部門

同業他社

情報源
の開拓

模倣品を見つける方法

弁護士
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調査会社について
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◆90年代に出現

◆現在100～200社？

◆広州、上海、北京に集中

◆減少傾向？
（専門性・難易度増加、競争激化、コロナ）

調査会社の基本状況

★

★

★
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調査部

法務部客服部

調査会社の基本構造

報告書作成

情報収集

申立て代行
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初歩
調査

深堀
調査

証拠
形成

調査会社の業務：①調査

予備市場調査
（被害実態把握）

展示会調査
ネット上侵害出品
のデータ収集・分析

上流業者調査

ウェブページ公証サンプル購入公証

製造元調査

タイム・スタンプ
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一般
項目

テーマ別

調査会社の業務：②申立て代行

不正商号変更申立て

展示会現場取締り 違法看板撤去

ネット上侵害品削除

行政取締り 刑事取締り

税関水際対策

※訴訟対応
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カテゴリー

1.ネット検索

2.「内档」調査

3.聞き込み

4.訪問調査

5.張り込み、尾行

6.内部告発（買収）

7.潜入調査

8.公安を活用

9.その他

調査の方法
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調査の合法性の問題

106条 他人の合法的な権利・利益を著しく侵害し、法律の禁止事
項に違反し、または公序良俗に著しく反する方法によって形成さ
れ、または取得された証拠は、事件の事実を認定する証拠とし
て用いてはならない。

民事訴訟法の適用に関する最高人民法院の解釈（2022年）

＜動機＞他人の営業秘密を盗むことを目的としないこと。

＜結果＞他人の営業秘密やプライバシーを侵害していないこと。

知財侵害の阻止

他人権利の侵害 （可能性）

社会的価値の比較
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取締り



15

手段
行政取締り（MSA等）

刑事訴追（公安・検察・法院）

民事訴訟

自 力

公的手段

行政

司法

警告状、談判

第三者介在
(市場管理者、プラットフォーマー)

侵害阻止の手段について

双
軌
制



手段 担当機関 侵害行為

行政取締り

市場監督管理局（MSA）

商標権侵害
不正競争
営業秘密侵害
不正の企業名称
住所・産地偽称

知識産権局（IPO） 専利権侵害（発明・実用新案・意匠）

版権局 / 文化執法大隊 著作権侵害

税関
商標権侵害
著作権侵害
専利権侵害（発明・実用新案・意匠） など

刑事取締り 公安・検察・法院
商標権侵害（同一商標・同一商品）
著作権侵害
営業秘密侵害

民事訴訟 人民法院 すべての知財侵害行為
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侵害行為と担当取締り機関

専利権侵害は対象外



17

手段 担当機関
対応の
スピード

手続き 費用 処罰

行政
各行政機関

（市場管理監督局な
ど）

速い （簡単） 安い 軽い

司法
公安、検察、
人民法院

遅い 複雑 高い 重い

＃双軌制

行政手続きと司法手続きの比較



商標権侵害行政取締り手続き
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商標権侵害行政取締り手続き



19

■必要書類

侵害証拠

申立書

商標登録証

委任状

※企業登記簿

公証  認証

公証  認証

商標権侵害行政取締り手続き
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証明基準
侵害行為が存在している可能性を示
す初歩的な証拠

証拠の種類

（いずれか一つ）
• サンプル実物
• サンプル写真
• ネット上の内容
• その他（展示会での写真等）

証拠の形態
特に規定がなく。
公証・認証は不要。

■証拠

商標権侵害行政取締り手続き
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① 申立人の社名・住所が商標登録人と一致すること

② 有効期間内であること ※更新登録証

③ 指定商品・役務が模倣品をカバーしていること

④ 写しに（代理人の）社印押印で提出すること

⑤ 国際登録の場合は「商標登録証明」を取得すること

見本

①

②

③

■商標登録証の留意事項

商標権侵害行政取締り手続き
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見本

国際登録証

見本

■商標国際登録の場合 商標登録証明



日本本社 中国現地法人 代理人

公证/认证

日本本社 代理人

推奨ルート【1】

ルート【2】

公証/認
証
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※民事訴訟法等に規定

① 発行人が商標権者であること

② 委任事項を具体的に書くこと
→「全権委任」では不明確。鑑定書の発行権限が特に重要。

■委任状

商標権侵害行政取締り手続き

委任「ルート」の検討
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調査・証拠
取得

申立て

現場査察

(Raid)

鑑定書発行

行政処罰決
定書入手

0～10日

0～7日

2～3ヶ月

所要期間（参考値）

■プロセス

商標権侵害行政取締り手続き

約1ヶ月

※行政処罰法で「7日以内」

※知財は私権

※通常は侵害業者所在地の区・県レベルのMSAに。



商標権侵害行政取締り手続き
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商標権侵害行政取締り事例紹介

（資料省略）



商標権侵害行政取締り手続き
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専利権侵害行政取締り手続き

（意匠権を中心に）



○申立書

○証拠（公証）

○代理人への委任状
○会社登記簿謄本
△代表者の身分証明書

○専利登録証（原本＋コピー）

○専利登記簿副本（原本＋コピー）

△専利年金納付領収書（原本＋コピー）

○専利権評価報告（意匠権、実用新案権）※専利法では任意、実務では必須。
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公証・認証 + 指定翻訳機関の中文翻訳

必要書類

専利権侵害行政取締り手続き



案件処理の流れと所要期間

請求人 知識産権局（IPO） 被請求人

①処理の請求 ②立件

③被請求者へ申
立書類写し送付

④答弁状を提
出

⑤答弁状の写
しを送付

⑥答弁状の写
しを受領

⑧調停

⑨
当事者双方：和解合意書
知識産権局：行政調停書

⑪行政裁決書発行

権利無効審判
請求の提起

侵 害

５営業日

補正

５営業日

非侵害

権利有効

権利無効

審理中止申立て

（中止 または 中止せず）

15日５営業日

５
ヶ
月

答弁

⑩口頭審理

YES

NO

⑦現場調査
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侵害者不服、提訴

提訴せず侵害確定

15日以内

行政訴訟へ

履行

履行せず
裁判所

強制執行へ

専利権侵害行政取締り手続き
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原則として、

⚫ 疑義品の差押えは行わない。

⚫ 罰金を科さない。

強制力が弱そうだが、
再犯率は商標権侵害より低い？

(BOB経験)

専利権侵害行政取締り手続き



商標権侵害行政取締り手続き
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刑事取締り手続き



調査・初歩的な証拠取得

通報、調書作成（報案）

公安が立件

公安と一緒に追加調査を実施

現場捜査、容疑者身柄確保
(Raid)

鑑定書・価格証明

逮捕状／保釈決定書発行

検察へ移送

検察が公訴提起

刑事判決
31

調査・初歩的な証拠取得

通報、調書作成（報案）

公安が立件

公安支援のもと深掘り調査

現場捜査、容疑者身柄確保
(Raid)

鑑定書・価格証明

拘留証／保釈決定書発行

検察へ移送

検察が公訴提起

刑事判決

■プロセス

刑事取締り手続き

※鑑定書の当日発行が求められる場合も

※管轄は比較的柔軟

※容疑者、「人」の特定に重き

約1年

示談

（和解金）



商標権侵害行政取締り手続き
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刑事取締り事例紹介

（資料省略）
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最近の動向

1. 政策面（中央政府の姿勢）

2. 統計から見る侵害対策の現状

3. オンライン・シフト＆多様化

4. 多面的侵害（権利化抗弁）

5. 損害賠償が取れるようになった
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１．政策面

2008年「国家知識産権戦略綱要」

知財保護を重視

2021年「知識産権強国建設綱要」

刑法改正（2021年3月1日施行）

最高７年→10年
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35

２．統計

MSAの商標権侵害行政取締り件数

※旧工商局（AIC）含む

（出典）中国知識産権局作成の各年「中国知識産権保護状況」白書



© BOB Intellectual Property Service Ltd.

知識産権局の専利侵害案件の受理件数
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77300
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58000

0
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30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

⚫ 内訳不明だが、多くが意
匠権侵害と思われる。

⚫ 10年で20倍

⚫ 商標権侵害よりも件数が
多い？
※2022年度商標権は31,400件

２．統計

（出典）中国知識産権局作成の各年「中国知識産権保護状況」白書
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税関による侵害事件摘発件数

（出典）中国知識産権局作成の各年「中国知識産権保護状況」白書

2
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２．統計
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（出典）中国知識産権局発行の各年「中国知識産権保護状況白書」
http://www.sipo.gov.cn/gk/zscqbps/

公安による刑事摘発件数
（知的財産権侵害品および粗悪品犯罪）

55,180 

22,280 21,000 

17,000 16,696 
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27,000
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 10,000

 20,000

 30,000
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 60,000
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２．統計
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（出典）「中国法院知識産権保護状況」、「中国知識産権保護状況」

人民法院の知財民事一審案件受理件数

88585 95522 109386
136534
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283414
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550263

438480

0

100000
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300000

400000

500000

600000
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２．統計



目次

知財侵害にかかわる主要ECサイト

３．オンライン・シフト＆多様化

伝統的ECサイト スマホ特化EC
口コミ
サイト

トラベル系 地図アプリ SNS

ライブ
コマース

40



ライブ配信中に公安が踏み込んだ事例

３．オンライン・シフト＆多様化

映画撮影？

41



４．多面的侵害（権利化抗弁）

類似商号
登記

※グループ会社も

商標冒認出願

意匠権
冒認出願

（デザイン模倣）

多方面作戦を強いられる
• 冒認出願対策
• 企業名称変更申立て
• 侵害品取締り
• 民事訴訟

42



５．損害賠償取得率増加

⚫ 訴訟で勝訴後の賠償金回収率アップ

⚫ 高額な賠償金・懲罰的損害賠償の適用

⚫ 刑事取締りでの和解金獲得

⚫ 警告状で損害賠償が取れる時も

模倣業者の「商売」を赤字化させることが重要！

43
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✓ 「大元」は存在しない？

✓ 分業化・分散化

✓ 製造と流通、両輪の作戦

✓ 長期戦の構え

その他参考情報



「大元」はそもそも存在しない？
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分業化

「元栓」は存在しない
と思ったほうが良い
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【事例】エアバッグ模倣品の組立“工場”

47
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金属部品
A

プラスチッ
ク部品

包装材

ロゴ

摘発可能

組立業者

金属部品
B

摘発可能

【事例】エアバッグ模倣品の分業イメージ

48
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福建工場
（ノーブランド電子ピアノ）

天津販売
（出荷時に宅配業者がブランドを付す）

【事例】電子ピアノ模倣品

被害額2億元？

実際は約500万元



製造と流通、両輪の作戦
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製造業者 販売業者（市場）

需要（販売）があれば、供給（製造）は止めない。

↓

販売（市場）を取り締まるのも重要。



51

B社
模倣品対策せず

A社
模倣品対策を継続

■模倣品の増減（イメージ図）

急増

減少傾向

対
策
の
継
続

増
加
抑
制

減

少

一
年
目

二
年
目

三
年
目

長期戦の覚悟



混沌

Microsoft

Microsotf

MikroSoft

MicroCoft

Miccrossfot
Miccrosfott

Microsoft

© BOB Intellectual Property Service Ltd.

浄化
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当社概要

53

上海博邦知識産権服務有限公司
所 在 地 上海市閔行区蘇虹路333号万通中心C座

518室

設 立 2000年7月

創 業 者 林祝平（首席パートナー、弁護士）

経歴 早稲田大学商学部中退
華東政法大学（上海）法学部卒

日本に6年在住後、調査会社勤務を経て当社設立

資 本 金 100万元

社 員 数 40名(2023年6月現在)

事 業 所 広州、義烏、北京、瀋陽、長沙

事業規模 累計2万件超の知的財産権関連事業実績

提携法律
事 務 所

上海漢盛法律事務所

お 問 い
合 わ せ

+86-21-3951-2004/5
info@bob.org.cn

知的財産模倣対策総合サービス

模倣対策支援
侵害者特定・取締・訴追

知的財産権管理支援
模倣対策に資する
登録戦略提案

偽
ブ
ラ
ン
ド
品

形
態
模
倣(
意
匠)

不
正
商
号
使
用

そ
の
他IP

侵
害

著
作
権
侵
害

出
願
登
録
・
更
新

冒
認
出
願
対
策

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日本企業と遜色ない日本語ビジネス・法律文書作成能力
日系企業勤務経験者・日本の大学卒業者などが多数

正社員による信頼できる調査活動実施
情報漏洩や報告書のでっち上げなど、不正行為防止徹底

模倣行為発見から賠償金回収までの一貫サービス提供
提携法律事務所など、専門家集団によるきめ細やかな支援

http://www.bob.org.cn/

ご清聴ありがとうございました。

mailto:info@bob.org.cn
http://www.bob.org.cn/
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